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デスクワーク時の骨盤への負荷を軽減する
腰痛軽減装具の提案

中山 功一1,a) 大島 千佳1

概要：本稿では，ユーザの骨盤にかかる上半身の重量を，骨盤ではなく座面に伝えることで，骨盤にかか
る重量を軽減する装具を提案する．装着したユーザが着座している状態においては，ユーザの骨盤に伝え

られる重量が軽減された．また，装着したユーザは，立位時や歩行時などの着座していない状態において

は，腰痛軽減装具を装着したまま，任意の場所に移動できた．また，移動後に任意の座面に座った場合に

も，同様の効果が得られた．これらの結果から，腰痛や痔などの体の不調を軽減できると期待される．
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a Pelvis in Sedentary Behavior
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1. はじめに

近年，座った状態で長時間，仕事をするデスクワーカー

の増加と共に，腰痛，痔，エコノミークラス症候群（血栓

症），静脈瘤（血行障害）など，骨盤に重量がかかることが

原因となる体の不調に悩まされる人が増加している．特に

腰痛は，日本人男性の 9.2％，日本人女性の 11.8％に自覚

症状がある [1]．本稿では，座った状態において骨盤にかか

る重量を減少させることで，これらの症状の発生の予防，

または症状の軽減を目的とした装具を提案する．

従来から，腰痛を予防する器具や，腰痛時の症状を緩和

する器具は，種々，提案されている．一般的なコルセット

やサポーターは，ユーザの骨盤付近に装着するものである．

これらは，上半身の重量がかかる骨盤およびその周辺の筋

肉をサポートするものであり，骨盤にかかる上半身の重量

を軽減するものではない．

腰痛用の姿勢矯正クッションは市販されている [2][3]．こ
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れらは，座る姿勢や骨盤の角度を矯正することを目的とし

ており，骨盤にかかる重量を減少させるものではない．

装具ではなく医療用具として，ユーザの重量を支え，牽

引治療に用いる椅子型の器具は，提案されている [4][5]．こ

れらは，医療従事者ではない一般ユーザの使用は想定され

ていない．

立ち作業での腰痛を予防および軽減するための外骨格型

の器具は提案されている [6][7]．これらは，主に立ち作業

で重いものを持ち上げる場合などの動きのサポートを目的

としており，座った状態が長く続くことによる腰痛を予防

および軽減するものではない．

本稿では，ユーザの骨盤にかかる上半身の重量を，骨盤

ではなく，ユーザが座っている任意の座面に伝えることで，

骨盤にかかる重量を軽減する装具を提案する．提案する装

具により，骨盤に重量がかかることで発生する腰痛，痔，

エコノミークラス症候群（血栓症），静脈瘤（血行障害），

脊椎圧迫骨折などの身体の不調を軽減する装具を提供する

ことを目的とする．
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図 1 腰痛軽減装具の概略

図 2 腰痛軽減装具の構成

2. 提案する腰痛軽減装具

本章では，提案する腰痛軽減装具について述べる．提案

する装具の概略を図 1に示す．

ユーザの着座時には，腹部のベルトによりユーザの上半

身の重量を支える．支えられた重量は，装具を介してその

ユーザが着座している任意の座面に伝達されるこの結果，

ユーザが着座時に骨盤にかかる上半身の重量を軽減する．

提案する装具の構成を図 2に示す．腰痛軽減装具は，図

2の「１：装着部」のベルトにより，ユーザの腹部に装着

される．ただし，装着位置は，筋肉質の人の場合は大胸筋

の下部に，女性にあっては乳房の下部に，腹部の脂肪が多

い人の場合は腹部の下部に，やせ型の人の場合はろっ骨の

下部に，それぞれ装着する方法が有効であると考える．

装着部にかかる力は，ユーザに急激な力がかからないよ

う，ワイヤとバネで構成された「２：緩衝部」を介して「３：

重量支持部」に伝達される．重量支持部が座面にユーザの

重量を伝達する．このとき，左右と後ろの 3ヶ所の「５：

起立部（右・左・後）」により，ユーザが倒れないように

安定させる．また，重量支持部と起立部の強度を「４：補

強部」が補強し，ユーザの重量により装具が壊れることを

防ぐ．

図 3 試作した腰痛軽減装具の骨格部分

図 4 腰痛軽減装具の装着部分（左）と装着方法（右）

3. 腰痛軽減装具の試作

本章では，試作した腰痛軽減装具について述べる．腰痛

軽減装具のうち，装着部を除いた部分を図 3に示す．外形

26mm，厚さ 3mmの塩化ビニルをジョイントで接続し，斜

めに接続する部分は 60度以上で軟化するプラスチック製

の自由樹脂で固定した．上部に穴をあけ，細いロープを通

してベルトとのジョイント機構を結んだ．装着部を除く腰

痛軽減装具の重量は 990グラムであった．

装着部を図 4（左）に，装着方法を図 4（右）に，それ

ぞれ示す．装着部は，OG技研株式会社の牽引機：オルソ

トラック（図 5，[8]）で用いられる牽引用腰装具を用いた．

医療用牽引機は，ベッドの上で横になった患者の骨盤を，

下（足元側）から引っ張るものであるが，本装具は座って

いる利用者の上半身を，上（頭部側）から引っ張るもので

ある．このため，牽引用腰装具を，医療用牽引機で用いる

場合とは上下を逆に装着している．

装着方法は，装着部のベルトに，プラスチック製のフッ

クで固定した．装着部の重量は 700グラムであった．

装着して座っている様子を前から見た様子を図 6（左）

に，横から見た様子を図 6（右）に，それぞれ示す．肋骨

の下部を側面から支えるため，腹部を圧迫することなく支

持される．

装着して立った様子を前から見た様子を図 7（左）に，横

から見た様子を図 7（右）に，それぞれ示す．立っている
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図 5 OG 技研株式会社の牽引機：オルソトラック

図 6 装着して座った状態を前から見た図（左）と横から見た図（右）

図 7 装着して立った状態を前から見た図（左）と横から見た図（右）

状態では，約 1.7kgの重量が腰にかかるが，装着したまま

歩いても疲労を感じることはなかった．

4. 腰痛軽減装具による負荷の検証

試作した腰痛軽減装具を第一筆者が装着し，腰痛軽減装

具による負荷を検証する．

骨盤にかかる重量を直接，計測することは困難であるた

め，臀部にかかる負荷を，臀部の下に置いた体重計を用い

て計測した．測定の様子を図 8に示す．装具の接地面と体

重計の座面とが同じ高さになるように調整した．

第一筆者の着衣時の体重は 67.2kg，試作した装具を装着

した状態で 68.9kgであった．測定結果を図 9に示す．

装具を使用せず，座面に体重計を置いた椅子に，通常通

り座った場合の計測値は，52.4kgであった．地面に置いた

両足と体重計に乗った臀部以外は，剛体とは接触していな

いため，52.4kgを臀部で，14.8kgを両足で支えている．資

図 8 着座時に臀部にかかる重量を測定する様子

図 9 着座時に臀部にかかる重量

料 [9]によると，両足の重量が体重の 30％程度であるため，

両足の重さの約 75％を足の裏で支え，両足の重さの約 25

％と上半身の重さの全てを臀部で支えている計算になる．

一方，装具を使用している場合，臀部の体重計の計測

値は 16.6kgであった．地面に置いた両足で支える重量が

14.8kgから変わらないと仮定すると，体重から臀部で支え

る 16.6kgと両足で支える 14.8kgを除いた 35.8kgを装具が

支えている計算になる．

先行研究によると，実際の第 3腰椎椎間板には，体重の

1.4～2.7倍の負荷が加わっている [10]．この値は座り方に

よって大きく異なるが，骨盤にかかる重量の大部分を装具

が軽減すれば，腰痛や痔などの症状は大幅に緩和されると

期待される．

ただし，現時点では，腰痛軽減装具は試作段階であり，

正確な計測はできていない．実際の効果も今後の検討課題

である．

5. おわりに

本稿では，ユーザの骨盤にかかる上半身の重量を，骨盤
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ではなく座面に伝えることで，骨盤にかかる重量を軽減す

る装具を提案した．装着したユーザが着座している状態に

おいては，ユーザの骨盤に伝えられる重量が軽減された．

また，装着したユーザは，立位時や歩行時などの着座して

いない状態においては，腰痛軽減装具を装着したまま，任

意の場所に移動できた．また，移動後に任意の座面に座っ

た場合にも，同様の効果が得られた．これらの結果から，

腰痛や痔などの体の不調を軽減できると期待される．

今後の課題として，材料と構造の改良があげられる．塩

化ビニルパイプは，製作が容易で低価格である反面，上半

身の体重を支える強度を得るためには，太くて厚いパイプ

を選ばざるを得ない．また，すべてのパイプを同じ太さで

制作している．このため，990グラムという重さになって

いる．アルミパイプやカーボン樹脂などを用いることで，

より軽く，より細くする予定である．

さらに，この装具により腰痛などの不調がどの程度改善

されるのか，検討を進めていく予定である．
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